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１．妊娠動物・哺育動物のご注文について

系統 妊娠動物
交配日指定
妊娠動物

哺育動物１ 哺育動物２
哺育動物１腹
当たりの仔供

数

Crl:CD(SD) ○ ○ ○ ○ 10匹
Crlj：WI ○ ○ ○ ○ 10匹
Crl：WI(Han) ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
BN/CrlCrlj ○ ○ ○ ○ 5匹
F344/DuCrlCrlj ○ ○ ○ ○ 10匹
LEW/CrlCrlj ○ ○ ○ ○ 5匹
WKY/NCrlCrlj ○ ○ ○ ○ 5匹
SHR/NCrlCrlj ○ ○ ○ ○ 5匹

Crlj:ZUC-Lepr
fa ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

ZDF-Lepr
fa

/CrlCrlj ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
Crlj:CD1(ICR) ○ ○ ○ ○ 10匹
BALB/cAnNCrlCrlj ○ ＊ ○ ○ 5匹
C3H/HeNCrlCrlj ○ ＊ ○ ○ 5匹
C57BL/6NCrlCrlj ○ ○ ○ ○ 5匹
C57BL/6J ○ ○ ○ ○ 5匹
CBA/JNCrlj ○ ＊ ○ ○ 5匹
DBA/1JNCrlj ○ ＊ ○ ○ 5匹
DBA/2NCrlCrlj ○ ＊ ○ ○ 5匹
NC/NgaTndCrlj ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
SJL/JOrlCrlCrlj ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
B6C3F1/Crlj ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
CD2F1/Crlj ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
B6D2F1/Crlj ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

B6.V-Lep
ob

/J ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

BKS.Cg-Dock7
m

 +/+ Lepr
db

/ J ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

Crlj:CD1-Foxn1
nu ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

CAnN.Cg-Foxn1
nu

/CrlCrlj ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

CB17/Icr-Prkdc
scid

/CrlCrlj ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
注釈
○：常時生産しております。
＊：ご注文に応じて生産・供給致します。詳細はお問い合わせ下さい。

●用語の説明
・妊娠動物：

・交配日指定妊娠動物

・哺育動物1

・哺育動物2
　　2週齢以上3週齢未満の哺育期動物で、哺育用親と共に出荷しております。
・哺育動物1腹当たりの仔供数

2週齢未満の哺育期動物で、哺育用親と共に出荷しております。系統により、1腹当たりの匹数
が異なります。哺育動物2に比べて、配送時の食殺のリスクが高まります。

匹数にご指定が無ければ表中にお示した匹数でご準備致します。また性別も雌雄半分（5匹の
場合は片性2～3匹）で出荷させて頂いております。別個のご要望も承りますが、表中に示した
仔供数を超えるご注文は別途料金が発生します。

妊娠動物と哺育動物の対応状況と作製方法について

ラ
ッ
ト

マ
ウ
ス

　　交配日は確認されていないが、妊娠が確認されている動物（出荷日が妊娠14～17日程度）で
す。

交配日指定妊娠動物はプラグ確認により交配を確認しております。交配日13日目以前の動物
は外観のみで妊娠判定ができないため、不妊の可能性があります。研究に支障がないよう、
試験使用匹数に余裕を持ってご発注頂くか、プラグ確認14日目以降の動物のご購入をお勧め
致します（同居翌日のプラグ確認日をゼロ日と起算しています）。
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２．妊娠動物の生産

外観に異常のない雌雄を

使用．なお雌は未経産動物
動物準備

♂1，♀1で交配
＊一部のマウスでは♂１♀２ 一晩同居

プラグ確認動物を

選抜し一晩同居

同居した翌朝、膣内か、ケージの底

にプラグの落下が確認された動物を

交配した動物と判定．雄と分離
妊娠0日～13日目

（妊娠動物1）

プラグ確認日をゼロ日と起算

妊娠14日～20日

目（妊娠動物2） 14日以降は外観から妊娠の確認が可能

18日目以上の動物では、配送中に出産す

る可能性があります

ラットのみインピーダンス計で性周期を判定

4.0KΩ以上の動物を選抜

この間は外観から

動物の妊娠判定は

困難

妊娠が確実な動物

を選抜
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